
渇 水 時 に お け る 水 利 使 用 の 調 整渇 水 時 に お け る 水 利 使 用 の 調 整  ２．木曽川水系の利水の現状  

河川法河川法 
第五十三条 （渇水時における水利使用の調整）   
 

異常な渇水により 許可に係る水利使用が困難となり 又は困難となるおそれがある場合におい 異常な渇水により、許可に係る水利使用が困難となり、又は困難となるおそれがある場合におい
ては、水利使用の許可を受けた者（以下この款において「水利使用者」という。）は、相互にその水
利使用の調整について必要な協議を行うように努めなければならない。この場合において、河川
管理者は、当該協議が円滑に行われるようにするため、水利使用の調整に関して必要な情報の提
供に努めなければならない。  
（以下省略） 

法に基づく水利使用の調整

 

法に基づく水利使用の調整
（木曽川水系） 

木曽川水系緊急水利調整協議会  
（国土交通省中部地方整備局、経済産業省中部経済産業局、農林水産省東海農政局、愛知県、岐阜県、三重県） 

 
・ 河川管理者が調整に入り 対応策を協議（法第５３条） 河川管理者が調整に入り、対応策を協議（法第５３条） 
・ 渇水対策の方法  

①取水制限の強化 
②ダム群の総合運用 
③不特定容量の利用

H17.6.14（第1回） 

③不特定容量の利用 
④河口堰からの緊急導水     
⑤発電への応援要請 
⑥自流による既得水利権への節水要請  等 17 

２．木曽川水系の利水の現状  平 成 ６ 年 の 渇 水 被 害平 成 ６ 年 の 渇 水 被 害  

■平成６年渇水時には市民生活・社会経済活動に大きな影響を与えた■平成６年渇水時には市民生活・社会経済活動に大きな影響を与えた。 

岐阜県 木
曽
川

長
良
川 

〇水道用水 

  ・知多半島等の9市5町で最長19時間の断水※1 

・瀬戸市等の約380 000戸で一時的に断水※1 

揖
斐
川 

川   ・瀬戸市等の約380,000戸で 時的に断水※

  ・岐阜県内の約600戸で断水、約2,700戸で出水不良※2 

  ・名古屋市内の約75,000戸で出水不良※3 

〇工業用水 

愛知県
三重県 

名古屋市   ・愛知県で操業短縮による減産分等により、約303億円※4の被害発生 

  ・三重県で生産調整や操業短縮により約150億円※5の被害発生 

  ・生産ラインの一部停止 

タンクロ リ による水運搬 愛知県   ・タンクローリーによる水運搬 

〇農業等 

   ・愛知県で農水産物で約21億円※6の被害発生 

  ・三重県で農林水産物や家畜等で約10億円※5の被害発生

節水対象市区町村※7 

重県で農林水産物や家畜等で約 億円 の被害発生

  ・岐阜県で農林水産物や家畜・街路樹等で約28億円※2の被害発生 

   ・送水量絞込み、通水時間短縮 

  ・日割り通水や番水による配水操作（分水パルプ、給水栓)に伴う     

労力負担等 増大
      節水対象市区町村
 

      減圧給水実施市区町村※7 

 

      時間給水実施市町村※7 

 

既存施設による供給市町村

   労力負担等の増大 

○その他被害 
   ・魚貝類のへい死          

・長良川鵜飼の上流区間での公演中止

（※7 出典：水マネジメント懇談会資料をもとに作成） 

     既存施設による供給市町村 

（※1 出典：水資源開発分科会資料） 
（※2 出典：岐阜県調べ） 
（※3 出典：名古屋市調べ） 

（※4 出典：中部通産局調査） 
（※5 出典：三重県調べ（工水「アンケート調査等による試算値」、農業「県全体での被害額（猛暑による被害を含む）」） 
（※6 出典：愛知県調べ（県全体での被害額）） 18 

   長良川鵜飼の上流区間での公演中止

   ・木曽川ライン下り運休 



２．木曽川水系の利水の現状  平 成 ６ 年 の 渇 水 被 害平 成 ６ 年 の 渇 水 被 害  

水道用水被害 農業等被害工業用水被害 

平成6年8月18日読売新聞 
平成6年9月5日中日新聞 

愛知の農業被害 

農

平成6年7月16日中日新聞 平成6年8月12日中日新聞 平成6年10月4日中日新聞 平成6年8月12日朝日新聞 平成6年8月13日中日新聞 

17
日
か
ら

 
 

愛
知
用
水

※

会
議
配
付
資
料 ら

19
時
間
断
水

水
地
区
19
市
町
村 

料
で
は
朝
日
新
聞
記
事
を
掲
載

給水車による給水 

載 

■平成６年渇水では、木曽川大堰からの放流量がほぼ0m3/sまで減少し、ヤマトシジミのへい死が発生、長良川鵜飼
の上流区間での中止や、木曽川ライン下りの運休などの被害が生じた。 

木曽川大堰地点 流
量
減
り
河
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は
朝
日
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聞
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読売新聞 

平成６年８月２９日 
朝日新聞 

平成６年７月８日
※新聞記事は各新聞社の許諾を得て転載しています 

H6渇水時には、木曽川大堰からの放流量がほぼ0m3/sまで
減少し、シジミの斃死等が発生 

伊勢新聞 

平成６年８月２３日

岐阜新聞 

平成６年７月１４日 

悪
化 

聞
記
事
を
掲
載 

２．木曽川水系の利水の現状  平 成 ６ 年 の 渇 水 被 害平 成 ６ 年 の 渇 水 被 害 （（ 地 盤 沈 下 の 状 況地 盤 沈 下 の 状 況 ））  

成 年渇水時 異常少 影響 他 水 水制限を補うため 地 水が汲 上げられ 海抜ゼ

平成６年の地盤沈下概況 

■平成６年渇水時には、異常少雨の影響の他、河川水の取水制限を補うために地下水が汲み上げられ、海抜ゼロ
メートル地帯を含む約７３３km2の範囲で年間１cm以上の地盤沈下が発生。 

最大沈下量 

平成6年 

（出典：東海三県地盤沈下調査会、発足３０周年記念誌） 
中日新聞 平成6年8月9日 

年間１ｃｍ以上の沈下域（約733km２） 

年間２ｃｍ以上の沈下域（約77km２） 

出典：平成６年における濃尾平野の地盤沈下の 
    状況（平成7年8月・東海三県地盤沈下調 
    査会）に中部地方整備局が着色加筆 20 

※新聞記事は各新聞社の許諾を得て転載しています 



■平成６年渇水において、岩屋ダム、牧尾ダム、阿木川ダムが枯渇し、本来はダムを水源とする水利権は取水不能と
なるが 木曽川水系緊急水利調整協議会による調整で 発電ダムからの緊急放流や自流による既得水利権の節水

岩 屋 ダ ム の 貯 水 量 変 化岩 屋 ダ ム の 貯 水 量 変 化 （（ 平 成 ６ 年 渇 水平 成 ６ 年 渇 水 ））  ２．木曽川水系の利水の現状  

なるが、木曽川水系緊急水利調整協議会による調整で、発電ダムからの緊急放流や自流による既得水利権の節水
等により、ダムに代わる補給が受けられた。しかし、上水３５%、工水・農水６５％の厳しい節水となった。 

岩屋ダム貯水量の推移（H6渇水における対策） 
7/7 第5回節水 

６月中旬

6/9 第1回節水 
農15%上10%工15% 

6/13 第2回節水 
農20%上15%工20% 

6/15 第3回節水 
農25%上17%工25% 

6/17 第4回節水 
農30%上20%工30% 

農35%上21%工35% 

7/9 第6回節水 
農50%上25%工50% 

7/14 第7回節水 
農55%上30%工55% 

8/22 第8回節水 
農65%上35%工65% 

9/1 第9回節水 
農65%上33%工65% 

10/1 第10回節水 
農40%上20%工40% 

10/17 第11回節水 
農20%上10%工20% 

３ダム枯渇のため、発電ダムからの
協力放流 味噌川ダムの試験湛水容

流況改善のため、阿木川ダム
不特定補給 牧尾ダム・阿木川

ダム・岩屋ダム

６月中旬 
既得用水 
自主節水 

実施 

協力放流、味噌川ダムの試験湛水容
量からの放流を実施 

ダム 岩屋ダム 
統合運用 

阿木川ダム 
デット容量 
からの補給

8/22 6/17 
6/8 6/13 

7/7 
7/11 

7/14 
8/3 

8/5 

農水・工水の65％節水強化 
上水の35%節水強化 牧尾ダム・阿木川ダム

の統合運用 
からの補給

節
水

11月14日 6/1 7/14～8/22～9/1 6/17 

水
解
除 

配水操作 21 

２．木曽川水系の利水の現状  平 成 １ ７ 年 の 渇 水 被 害平 成 １ ７ 年 の 渇 水 被 害  

ダ ダ

■平成１７年の春から夏にかけて、中部管内では降

水量が平年の２割～４割しかなく、各河川の流量

牧尾ダム上流、岩屋ダム上流における降雨量の比較 

：平年値 

：Ｈ６年 

：平１７年値

やダムの貯水量は極端に減少。 

■ダムの貯水量は平成６年の渇水時よりも速い

ペースで減少し、過去最大の渇水被害が懸念さ

：平１７年値 

れた。 

■揖斐川の支川の根尾川では瀬切れが発生し、漁

協等により水たまりに取り残されたアユを救出。 

■また 各河川でもアユの漁獲量の減少 鵜飼い■また、各河川でもアユの漁獲量の減少、鵜飼い

船や船下り等の運行が一部で運休。 

■水道用水では水道事業者（市・町）がダムからの

補給水の減量分を地下水で補 たり 大口利水補給水の減量分を地下水で補ったり、大口利水

者への節水を要請した。さらに節水の厳しい一部

の地域では噴水の停止、プールの使用中止や給

水バ ブ 減圧調整が行われた水バルブの減圧調整が行われた。 

22 

読売新聞 
（H １７．６．２９） 

※新聞記事は各新聞社の許諾を得て転載しています 



■渇水対応として ダム枯渇による甚大な被害の発生を防止するため 木曽川水系緊急水利調整

２．木曽川水系の利水の現状  平 成 １ ７ 年 渇 水 時 の 対 策平 成 １ ７ 年 渇 水 時 の 対 策  

■渇水対応として、ダム枯渇による甚大な被害の発生を防止するため、木曽川水系緊急水利調整
協議会を開催し、各利水者との調整や対策を実施。 

■貯水量が低下した牧尾ダム、岩屋ダムを温存するため、貯水量に余裕のある阿木川ダム、味噌川
ダムから水を回す４ダムの総合運用を緊急的に実施し、ダムの枯渇を回避。 

H17.6.14（第1回） 

それでも 

牧尾ダム 

平成17渇水時の牧尾ダム貯水量運用実績 

23 

平 成 １ ７ 年 渇 水 時 の 対 策平 成 １ ７ 年 渇 水 時 の 対 策  ２．木曽川水系の利水の現状  

■愛知県知多半島地域では長良導水による長良川河口堰からの安定的な給水により 水道用水の■愛知県知多半島地域では長良導水による長良川河口堰からの安定的な給水により、水道用水の
利用に減圧給水などの支障が生じることはなかった。 

■さらに、長良導水の未利用分（0.66ｍ3/s）を愛知用水地域のうち知多半島地域に隣接する地域へ
送水することで長良川河口堰の開発水量を有効活用し、当時愛知万博開催中であった愛知用水送水することで長良川河口堰の開発水量を有効活用し、当時愛知万博開催中であった愛知用水
地域への渇水の影響を緩和。 

長良川 平
成岐阜県

揖斐川 
木曽川 

名古屋市

長久手町 

瀬戸市 

日進市 
東郷町

春日井市 

尾張旭市 

万博会場 

既
に
供
給

成
17
年
渇
水
時

岐阜県 
愛
知
用
水

 桑名市 
（旧長島町） 

東浦町 

朝日町 

川越町 

四日市市 

菰野町 

桑名市 

名古屋市
東郷町 

豊明市 

刈谷市 
大府市 

知多市 
三重県

愛知県 長良川河口堰 

給
さ
れ
て
い
る

時
補
給
追
加

水
給
水
区
域 

東海市 
木曽岬町 

（供給済区域） 
知多半島地域(4市5町)
約44万人 

美浜町

武豊町 

常滑市 
半田市 

阿久比町 

鈴鹿市 亀山市 

高浜市 
四日市市 
（旧楠町） 

三重県 

中部国際空港 
（セントレア） 

区
域 

区
域 

 

津市 

南知多町 

美浜町

大
府
市
刈
谷
市
、

豊
明
市
、
高
浜

市
の
人
口
約
32

万
人(

Ｈ
16
時
点) 

伊
勢
湾 

 松坂市（旧三雲町、旧嬉野町） 

（供給済区域） 
中勢地域(2市) 
約31万人 24 


